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れ
を
繰
り
返
し
て
最
弱
王
（
実
は
負
け
る

が
勝
ち
）
を
決
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
ず
は
、
最
弱
王
10
人
を
決
め
、
最
弱

王
に
は
村
田
会
長
か
ら
各
１
万
円
の
商
品

券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
10
人
の

最
弱
王
が
５
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
、
最
最
弱
王
２
名
を
決
め
、
最

最
弱
王
に
は
、
村
田
会
長
か
ら
商
品
券
各

１
万
円
と
王
冠
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
、
大
学
を
卒

業
し
厳
し
い
社
会
に
出
る
と
、
勝
っ
て
ば

か
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
負
け
て
も
め

げ
ず
落
ち
込
ま
ず
、
挑
戦
し
続
け
れ
ば
い

い
こ
と
も
あ
る
し
、
い
つ

か
そ
れ
が
い
い
経
験
と
な

り
勝
利
を
つ
か
め
る

―

と
い
う
、
先
輩
か
ら
の
卒

業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
も
の
で
す
。

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
会

場
全
体
が
大
盛
り
上
が

り
。
村
田
会
長
が
じ
ゃ
ん

け
ん
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
た

び
に
、
会
場
は
大
き
な
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
写
真
・
伊
藤　

章
）

好
天
に
恵
ま
れ
た
３
月
24
日
（
火
）
に
、

日
本
武
道
館
で
の
学
位
授
与
式
な
ど
に
続

い
て
、
14
時
30
分
か
ら
は
、
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
３
階
の
つ
ど
ひ
の

間
で
、
経
済
学
部
卒
業
、
経
済
学
研
究
科

修
了
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
口
圭
輔
経
済
学
部
学
部
長
、
村
田
紀

敏
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
な
ど
の
後
、
今
回

も
同
窓
会
は
「
負
け
る
が
勝
ち　

じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
」
を
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
壇
上
の
村
田
会
長
と
卒
業
生

全
員
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行
い
、
負
け
た
者

が
残
っ
て
次
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に
進
み
、
こ

２
０
２
５
年
度
経
済
学
部
卒
業
祝
賀
会
で
経
済
学
部
同
窓
会
は

今
年
も
「
負
け
る
が
勝
ち
　
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
を
開
催
し
大
盛
況

＊
日
時
　
６
月
６
日
（
土
）
10
：
30
〜

＊
場
所
　
主
婦
会
館
　
プ
ラ
ザ
エ
フ

　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
・
東
京
メ
ト
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ツ
谷
駅
前
）

　【
第
１
部
】

　
　
２
０
２
６
年
度
定
期
総
会

　
　
10
：
30
〜

　【
第
２
部
】

　
　
経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集
い

　
　
11
：
30
〜

　
　（
着
席
形
式
を
予
定
）

　
　
講
演
：
田
中
　
優
希
教
授

　
　
テ
ー
マ
：
社
会
課
題
の
時
代
の

　
　「
い
い
会
社
」

＊
会
費
　
８
０
０
０
円

　
　
　
　（
ご
家
族
５
０
０
０
円
）（
予
定
）

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
窓
会

事
務
局
に
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
■

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　
　
０
４
２

－

７
８
３

－

２
５
５
０

　
メ
ー
ル
：

　
　jim

ukyoku@
hoseikeiyukai.jp

　
電
話
の
場
合
、
開
局
日
は
毎
週
火
曜

日
・
金
曜
日
の
９
：
30
〜
15
：
30

　
な
お
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
さ
れ
て
も

結
構
で
す
。

２
０
２
６
総
会

オ
レ
ン
ジ
の
集
い
の
ご
案
内

じゃんけん大会で大いに盛り上がる会場

最最弱王の２人には村田会長から王冠を授与
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３
月
24
日
（
火
）、
桜
五
分
咲
き
の
日

本
武
道
館
で
、
第
１
４
４
回
法
政
大
学
学

位
授
与
式
（
卒
業
式
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
は
、
午
前
（
９
時
45
分
か
ら
11
時

10
分
ま
で
）、
午
後
（
13
時
45
分
か
ら
15

時
10
分
ま
で
）
の
二
部
制
で
行
わ
れ
（
経

済
学
部
は
午
前
の
部
）、
卒
業
生
は
学
生

証
を
提
示
の
う
え
入
場
、
付
き
添
い
者
は
、

入
場
証
や
人
数
の
制
限
が
な
く
自
由
に
入

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

経
済
学
部
の
「
学
位
記
」
の
交
付
は
13

時
か
ら
14
時
30
分
ま
で
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
の
各
教
室
で
行
わ

れ
、
続
い
て
14
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
は
、

富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
３
階
「
つ
ど
ひ
」
で

経
済
学
部
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
に
加
え
て
経
済
学
部
同
窓
会
員

も
参
加
し
、
経
済
学
部
卒
業
・
経
済
学
研

究
科
修
了
祝
賀
会
を
、
皆
さ
ん
で
祝
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

な
お
、
通
信
教
育
課
程
（
全
学
部
）
の

学
位
授
与
式
は
、
９
時
45
分
か
ら
11
時
10

分
ま
で
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
学
位
記

交
付
は
11
時
30
分
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ

ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
、
卒
業
祝
賀

会
は
13
時
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
26

階
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
文
・
菅
野　

里
見 

／ 

写
真
・
法
政
大
学
提
供
）

学位授与式会場内風景
経済学部総代学位記授与　唐 勁然さん

（菅原琢磨 経済学部教授より）

五
分
咲
き
の
桜
が
ほ
こ
ろ
ぶ
中

　
　
　
　 

第
１
４
４
回
学
位
授
与
式
を
開
催

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分

で
も
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
自
分
に
出
会

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
新
し
い
景
色
が
見
え
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
つ
目
は
、
深
く
、
そ
し
て
広
く
学
ぶ

こ
と
で
す
。

―
私
は
、
誰
に
と
っ
て
も

大
学
教
育
は
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
は
っ
き
言
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
勉
強
す
る
こ
と
で
失
う
も
の
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
得
る
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
批
判
的
に
考
え
る
こ
と
で

す
。
自
分
の
頭
で
考
え
、
判
断
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
事
実
と
そ
う
で

な
い
も
の
を
見
分
け
る
力
を
育
て
て
く
だ

さ
い
。

す
ぐ
に
簡
単
な
答
え
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
問
い
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
拠

を
見
て
く
だ
さ
い
。
何
が
事
実
で
何
が
そ

う
で
は
な
い
の
か
を
見
極
め
る
力
を
養
っ

て
く
だ
さ
い
。

法
政
大
学
は
、
皆
さ
ん
が
思
い
切
り
翼

を
広
げ
、
自
分
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
」

（
文
・
菅
野　

里
見
／
写
真
・
法
政
大
学
提
供
）　

４
月
３
日
（
金
）、
桜
満
開
の
日
本
武
道

館
で
２
０
２
６
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
は
午
前
（
９
時
45
分
か
ら

11
時
10
分
）
と
午
後
（
13
時
45
分
か
ら
15

時
10
分
）
の
二
部
制
で
行
わ
れ
、
経
済
学

部
や
通
信
教
育
課
程
は
午
後
の
部
で
し
た
。

入
場
に
際
し
て
は
、
新
入
生
お
よ
び
付
添

い
者
は
「
入
学
式
入
場
証
」
を
提
出
し
、

付
添
い
者
は
２
名
ま
で
と
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
・
ダ
イ
ア
ナ
法
政
大
学
総
長
は
、

式
辞
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

（
抜
粋
）

「
皆
さ
ん
に
是
非
お
願
い
し
た
い
の
は
、

こ
こ
に
あ
る
機
会
と
資
源
を
、
最
大
限
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
三

つ
の
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
少
し
だ
け
殻
を
破
っ
て
み

２
０
２
６
年
度
入
学
式
で
コ
ー
・
ダ
イ
ア
ナ

　
法
政
大
学
総
長
が
三
つ
の
推
奨
事
項
を
語
る

皆さんに是非お願いしたいと
三つの推奨事項を語るコー法政大学総長
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私
の
大
学
生
活
は
、
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
と
い
う
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
舞

台
に
、「
自
律
」と「
専
門
性
の
追
求
」を
テ
ー

マ
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
新
潟
か
ら
上
京

し
、
西
八
王
子
で
の
一
人
暮
ら
し
を
通
じ

て
、
生
活
能
力
と
責
任
感
を
養
う
こ
と
か

ら
、
私
の
挑
戦
は
始
ま
り
ま
し
た
。

学
業
面
で
は
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の

強
み
で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
注
力
し
て

い
ま
す
。
簿
記
や
会
計
学
を
軸
に
、
ゼ
ミ

で
はExcel

を
用
い
た
金
融
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
分
析
や
、
具
体
的
な
事
業
案
の
売
上

予
測
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、
社
会
の

最
前
線
で
通
用
す
る
ス
キ
ル
の
習
得
に
励

ん
で
い
ま
す
。

本
学
科
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
効
果
的

に
活
用
で
き
る
た
め
、
週
２
日
の
通
学
以

外
は
、
資
格
勉
強
や
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
で
の

ア
ル
バ
イ
ト
に
時
間
を
充
て
て
お
り
、
限

ら
れ
た
時
間
を
最
大
化
す
る
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

課
外
活
動
で
は
「
動
」
と
「
静
」
の
二

刀
流
を
貫
い
て
い
ま
す
。
１
５
０
名
が
所

属
す
る
カ
メ
ラ
部
の
多
摩
代
表
と
し
て
、

他
大
学
と
の
合
同
展
示
会
や
撮
影
合
宿
を

企
画
運
営
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
社
交

性
を
発
揮
す
る
一
方
で
、
茶
道
サ
ー
ク
ル

で
は
伝
統
文
化
に
触
れ
、
礼
儀
作
法
と
集

中
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
会
計
の
専
門
知
識
」
と
「
組
織

を
動
か
す
人
間
力
」
の
両
輪
を
武
器
に
、

将
来
は
銀
行
員
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
自
ら
動
き
出
す
学
生
に
と
っ
て
、

無
限
の
成
長
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
最
高

の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
挑
戦
」

の
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

江
え

口
ぐち

　祐
ゆう

太
た

現代ビジネス学科２年
高橋秀朋ゼミ

多摩の息吹
大学では「会計の専門知識」と
「組織を動かす人間力」を

養っています

２
０
２
５
年
３
月
の
経
済
学
部
卒
業
生

の
進
路
を
業
界
別
に
み
る
と
、
①
情
報
・

通
信
19
・
５
％
、
②
サ
ー
ビ
ス
18
・
８
％
、

③
金
融
・
保
険
17
・
８
％
、
④
卸
・
小
売

14
・
５
％
、
⑤
製
造
９
・８
％
、
⑥
不
動
産
・

リ
ー
ス
５
・５
％
、
⑦
公
務
４
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。
主
な
就
職
先
と
し
て
は
、
オ
ー

ビ
ッ
ク
、
マ
イ
ナ
ビ
、
レ
バ
レ
ジ
ー
ズ
、

エ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ベ
イ
カ
レ
ン
ト
、
日

本
年
金
機
構
、
三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
、
横
浜
銀
行
、
み
ず
ほ
証

券
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

証
券
、
国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
、
キ
ー
エ
ン

ス
、山
崎
製
パ
ン
、三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
、

世
田
谷
区
役
所
、
東
京
国
税
局
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

２
０
２
５
年
も
Ａ
Ｉ
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
大

き
く
変
え
た
１
年
で
あ
っ
た
。
企
業
の
採

用
で
は
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
や
評
価
の

基
準
統
一
な
ど
を
目
的
に
Ａ
Ｉ
面
接
の
導

入
が
始
ま
っ
た
。
一
方
６
割
近
く
の
学
生

が
文
章
の
添
削
、
面
接
練
習
な
ど
で
Ａ
Ｉ

を
補
助
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
（
マ

イ
ナ
ビ
調
査
）。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
相
談

を
年
間
２
万
２
０
０
０
件
、
就
活
支
援
イ

ベ
ン
ト
を
約
３
０
０
件
実
施
。
引
き
続
き

社
会
情
勢
変
化
に
対
応
し
、
最
善
の
体
制

で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

森　

博
子
）

２
０
２
５
年
度
（
２
０
２
６
年
３
月

卒
）
の
求
人
倍
率
は
１
・
66
倍
で
あ
り
、

２
０
２
４
年
３
月
卒
の
求
人
倍
率
（
１
・

75
倍
）
に
比
べ
下
落
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

売
り
手
市
場
が
続
い
て
い
る
。
６
月
中
旬

の
内
々
定
保
有
率
は
79
・
２
％
（
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
５
・
８
ポ
イ
ン
ト
）、
11
月
下
旬

の
内
定
保
有
率
は
93
％
ま
で
上
昇
し
た
（
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
）。
内

定
数
は
平
均
２
・
３
社
で
半
数
以
上
の
学
生

が
複
数
内
定
を
得
て
い
る
。
２
～
５
月
に

進
路
先
と
考
え
て
い
る
企
業
・
団
体
か
ら

内
々
定
・
内
定
を
得
る
学
生
の
割
合
が
高

く
、
中
で
も
３
月
が
最
も
高
く
な
っ
た
。

早
期
化
は
止
ま
ら
ず
、
３
年
生
の
12
月
以

前
に
第
１
志
望
企
業
か
ら
内
定
を
得
た
学

生
は
、
理
系
で
12
％
超
、
文
系
も
９
・
５
％

と
急
増
し
た
。 2025年度就職状況

キャリアセンターから
内定数は半分以上が複数
内定時期は３月が最も多い
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方
式
の
志
願
者
増
加
が
一
因
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

18
歳
人
口
の
減
少
と
と
も
に
志
願
者
数

は
減
少
し
て
い
く
傾
向
と
な
り
ま
す
が
、

本
学
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
実
現
に
向
け
た
入
試

改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
受
験
生
へ
の

広
報
活
動
、
法
政
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信

を
充
実
さ
せ
て
、
よ
り
多
く
の
受
験
生
に

志
願
し
て
も
ら
え
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
。

（
入
学
セ
ン
タ
ー　

春
原　

秀
紀
）

入
試
８
０
１
６
人
（
前
年
比
１
１
７
％
）、

共
通
テ
ス
ト
利
用
Ｂ
方
式
（
３
教
科
型
）

２
万
２
６
７
６
人
（
前
年
比
95
％
）
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
部
別
志
願
者
数
は
、

全
15
学
部
中
11
学
部
で
増
加
し
、
４
学
部

で
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

受
験
生
の
出
身
地
域
別
志
願
者
数
の
割

合
は
、
首
都
圏
一
都
三
県
の
割
合
が
75
％

で
、
２
０
２
５
年
度
の
76
％
か
ら
微
減
し

ま
し
た
。
全
国
９
都
市
に
試
験
会
場
を
設

け
て
地
域
入
試
を
実
施
し
た
こ
と
や
、
Ｃ

２
０
２
６
年
度
一
般
選
抜
の
志
願
者

数
は
11
万
１
２
４
０
人
で
、
前
年
か
ら

６
１
３
３
人
増
加
し
、
大
学
別
志
願
者
数

で
は
全
国
第
４
位
で
し
た
。
18
歳
人
口
が

減
少
す
る
中
、
本
学
や
同
規
模
他
私
大
は

志
願
者
数
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
志
願
者

が
集
中
す
る
大
学
と
そ
の
他
の
大
学
で
大

き
く
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

入
試
方
式
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
Ｃ
方
式
（
６
教
科
７
科

目
型
）
の
志
願
者
数
が
、
過
去
最
高
の

１
万
１
７
９
２
人
と
な
り
２
年
連
続
で

１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
、

国
公
立
大
学
と
併
願
し
や
す
く
、
国
公
立

大
学
の
合
格
発
表
を
確
認
し
て
か
ら
入

学
手
続
き
に
必
要
な
入
学
金
や
学
費
等

を
納
入
で
き
、
ま
た
、
個
別
試
験
を
受
験

す
る
必
要
も
な
い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１

年
度
入
試
で
導
入
し
て
以
降
、
全
国
か
ら

多
く
の
志
願
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
今

後
も
Ｃ
方
式
か
ら
の
入
学
者
数
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

他
の
方
式
の
志
願
者
数
は
、
Ｔ
日
程
（
統

一
日
程
入
試
）
１
万
８
１
４
４
人
（
前
年

比
１
１
０
％
）、
Ａ
方
式
５
万
０
６
１
２
人

（
前
年
比
１
０
７
％
）、
英
語
外
部
試
験
利
用

２
０
２
６
年
度
入
試
状
況

18
歳
人
口
減
少
の
中

本
学
は
３
年
連
続
で
志
願
者
数
増
加

学　　部 2026年度
志願者数

2025年度
志願者数 前年度比

法学部 12,390 11,588 106.9%
文学部 9,944 9,137 108.8%
経済学部 12,385 10,719 115.5%
社会学部 10,391 10,220 101.7%
経営学部 16,574 15,946 103.9%

国際文化学部 3,578 2,953 121.2%
人間環境学部 6,016 3,943 152.6%
現代福祉学部 3,723 2,946 126.4%

キャリアデザイン学部 3,992 4,930 81.0%
GIS（グローバル教養学部） 338 375 90.1%
スポーツ健康学部 3,103 2,648 117.2%
情報科学部 3,096 3,692 83.9%

デザイン工学部 7,747 7,741 100.1%
理工学部 11,016 11,576 95.2%
生命科学部 6,947 6,693 103.8%
合　　計 111,240 105,107 105.8%

2026年度一般選抜　学部別志願者数

■
教
授
会
執
行
部　

　

経
済
学
部
長

　

竹
口　

圭
輔　

教　

授

　

教
授
会
主
任

　

菅
原　

琢
磨　

教　

授

　

教
授
会
主
任

　

松
野　
　

響　

教　

授

　

教
授
会
副
主
任

　

石　
　
　

碩　

教　

授
（
新
任
）

■
退　

職
（
３
月
31
日
付
）

　

萬
代　
　

悠　

教　

授

■
新　

任　

　

青
野　

幸
平　

教　

授

　
（
日
本
経
済
論
Ａ
／
Ｂ
、
演
習
、
他
）

　

坪
田　

建
明　

教　

授

　
（
国
際
経
済
政
策
論
Ａ
／
Ｂ
、
国
際
経
済
論
Ａ
／
Ｂ
、　

　
国
際
貿
易
論
Ａ
／
Ｂ
、
他
）

　

八
木　

文
香　

准
教
授

　
（
数
理
統
計
学
Ａ
／
Ｂ
、
デ
ー
タ
解
析
入
門
Ａ
／
Ｂ
、
他
）

■
在
外
研
究
員

　

酒
井　
　

正　

教　

授
（
秋
学
期
）

　

濱
秋　

純
哉　

准
教
授
（
春
学
期
）

　

山
田　
　

快　

教　

授
（
春
学
期
）

■
国
内
研
究
員　

　

武
智　

一
貴　

教　

授

　

馬　
　

欣
欣　

教　

授

　
ジ
ュ
リ
ア　

ヨ
ン
グ　

教　

授

■
国
内
研
修
員

　

奥
山　

利
幸　

教　

授

　

小
沢　

和
浩　

教　

授

　

後
藤　

浩
子　

教　

授

　

橋
本　
　

到　

教　

授

２
０
２
６
年
度
経
済
学
部
教
員
人
事
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川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市
　

48
歳

昨
年
９
月
13
日
（
土
）、
札
幌
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
３
階
に
て
法
政
大
学
校
友
会
・
北
海

道
校
友
会
・
札
幌
支
部
の
総
会
・
懇
親
会

が
開
か
れ
、
総
会
に
先
立
ち
、
法
政
大
学

経
済
学
部
杉
本
龍
勇
教
授
に
よ
る
「
経
済

と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
報
84
号
の
会
員
短
信
で
法
学
部

（
通
信
教
育
課
程
）
へ
学
士
入
学
し
た
と
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
９
月
30
日
に
法
学
部

法
律
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
法
政
通
信

の
２
つ
の
学
科
を
卒
業
で
き
た
背
景
に
は
、

法
政
経
友
会
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・
ご

指
導
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
４
月
以
来
、
通
算
12
年
半

在
学
し
た
法
政
大
学
を
離
れ
、
次
は
建
築

分
野
を
学
び
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

川
上
　
良
一
（
92
年
卒
）

　
　
　
越
谷
市
　

67
歳

私
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
好
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
買
い
ま
し
た
。
買
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。
最
近
の
資

格
試
験
は
申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
ず
、
電

磁
的
手
法
で
し
か
受
験
を
申
し
込
め
ぬ
制

度
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
Ｉ
Ｔ
弱
者

の
人
権
な
ど
、
鴻
毛
に
等
し
い
扱
い
で
す
。

私
は
、
旧
石
器
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ナ
ウ
い
昭
和
の
Ｉ
Ｔ
弱
者
で
す
。
メ
ー
ル

は
送
れ
な
い
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
読
み
取

れ
ま
せ
ん
。
説
明
書
が
な
い
の
だ
か
ら
、

で
き
ま
せ
ん
。
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

用
立
っ
て
い
ま
す
。
書
策
で
は
困
難
な
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
情
報
を
、
迅
速
容
易
に
検
索

で
き
る
か
ら
で
す
。
狐
饂
飩
と
異
な
り
、

狸
蕎
麦
の
概
念
規
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と

は
、
ネ
ッ
ト
か
ら
学
び
ま
し
た
。

写
真
は
、
昨
夏
、
初
め
て
実
生
栽
培
に

成
功
し
た
リ
リ
ウ
ム
・
ア
ウ
ラ
ト
ゥ
ム
（
山

百
合
）
で
す
。
こ
の
植
物
に
は
地
下
遅
発

芽
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
令
和
３
年
秋
に

結
果
し
た
種
子
は
、
翌
年
土
中
に
微
小
な

鱗
茎
（
球
根
）
を
形
成
し
、
令
和
５
年
３

月
に
到
っ
て
漸
く
地
上
萌
芽
し
ま
し
た
。

通
常
そ
こ
か
ら
開
花
ま
で
、
５
年
以
上
を

要
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
個
体
は
実
生
３

年
目
で
咲
い
た
の
で
す
。

 

近
藤
　
雅
義
（
75
年
卒
）

　
　
　
邑
楽
町
　

76
歳
　

卒
業
し
て
か
ら
50
余
年
と
な
り
ま
す
。

光
陰
矢
の
如
し
、
ま
さ
し
く
そ
の
感
で
あ

り
ま
す
。
在
学
当
時
は
学
生
運
動
が
盛
ん

で
、
確
か
期
末
テ
ス
ト
の
問
題
が
自
宅
に

郵
送
さ
れ
、
そ
れ
を
大
学
に
返
送
す
る
と

い
う
状
況
で
し
た
。
自
分
に
は
学
内
で
の

演
説
が
騒
音
に
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

講
義
は
ま
じ
め
に
出
て
い
ま
し
た
。
特

に
伊
藤
光
晴
先
生
の
近
代
経
済
学
Ⅰ
の
講

義
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
が
、
先
生
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

の
言
っ
た
労
働
と
は
何
か
？
と
い
う
質
問

を
さ
れ
て
、
誰
も
答
え
た
学
生
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。「toil and trouble

」（
労
苦
と

煩
労
）
が
正
解
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

      

　

小
野
　
勝
司
（
62
年
卒
）

木
更
津
市
　

86
歳

い
つ
も
会
報
と
共
に
寄
附
の
お
願
い
が

あ
る
も
の
な
の
で
、
少
額
な
が
ら
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
者
で
す
が
、
一
度
間
違
え
て

Ｃ
32
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
出
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
主
将
よ
り
大
変
有
難

い
ハ
ガ
キ
を
頂
き
、
感
動
致
し
ま
し
た
。

同
時
に
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ
の
弱
さ
、
寂

し
い
で
す
。
昔
は
、
ラ
グ
ビ
ー
法
早
戦
な
ど

展
開
。
ラ
グ
ビ
ー
で
楽
し
か
っ
た
。
学
校

と
し
て
積
極
的
に
施
設
含
め
、
応
援
し
な

い
の
か
、
駅
伝
な
ど
卒
業
生
は
楽
し
み
に

し
て
い
る
は
ず
だ
。
頭
の
良
さ
も
い
い
が
、

や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
は
期
待
し
て
い
る
し
、
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
寄
附
な

ら
皆
な
す
る
は
ず
だ
、
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋
　
　
章
（
74
年
卒
）

　
　
　
佐
倉
市
　

75
歳

私
は
毎
年
、
八
王
子
市
の
高
尾

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

 

群
馬
か
ら

  

埼
玉
か
ら

  

千
葉
か
ら

６
面
へ
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山
へ
参
拝
が
て
ら
登
山
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
あ
い
に
く
の
雪
の
天
候
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
腹
の
薬

王
院
見
晴
台
か
ら
眼
下
を
覗
む
と
、
町
田

市
方
向
に
雪
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
が
見
え

た
の
で
す
。
幻
想
的
で
貴
重
な
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
撮
影
し
た
一
枚
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
策
の
中
に
も
新
し

い
発
見
や
感
動
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

角
田
　
　
勇
（
64
年
卒
）

流
山
市
　

84
歳
　

法
政
大
学
の
体
育
会
の
各
部
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
青
春
時
代
、
創
立
さ

れ
た
合
気
道
同
好
会
に
入
り
ま
し
た
。
同

じ
頃
創
立
さ
れ
た
少
林
寺
拳
法
部
は
、
早

く
か
ら
体
育
会
の
「
部
」
に
昇
格
し
ま
し

た
が
、
合
気
道
は
未
だ
部
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
合
気
道
に
は
試
合
が

な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
華
々
し

い
成
果
が
大
学
に
対
し
て
挙
げ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
名
前
だ
け
は
合

気
道
部
で
す
が
、
体
育
会
に
は
入
れ
な
い

ま
ま
で
す
。
残
念
! !

胡
口
　
靖
夫
（
69
年
卒
）

　
　
　
渋
谷
区
　

84
歳

竹
内
實
昭
氏
に
見
習
い
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

１
９
４
１
年
６
月
東
京
市
本
郷
区
真
砂

町
生
れ
。
父
の
職
業
は
、
国
鉄
の
現
業
労

働
者
で
す
。
そ
の
た
め
か
否
か
理
由
は
不

明
で
す
が
、
徴
兵
に
取
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
親
子
６
人
戦
前
戦
後
の
大
混
乱
を
生

き
抜
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
父
が
戦

死
し
て
生
き
て
い
な
け
れ
ば
、
小
柄
な
母

一
人
の
手
で
は
、到
底
子
供
４
人
（
女
２
人
、

男
２
人
）
は
、
育
て
ら
れ
ず
、
ま
し
て
や

私
と
弟
の
大
学
進
学
な
ど
夢
物
語
で
思
い

も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
は
、
本
郷
の

家
は
強
制
疎
開
で
失
い
、
母
の
実
家
の
あ

る
伊
予
松
山
市
に
母
子
５
人
で
疎
開
し
ま

し
た
。
１
９
４
５
年
７
月
26
日
の
「
松
山

大
空
襲
」
の
難
は
逃
れ
ま
し
た
が
、
祖
母

が
こ
こ
も
危
な
い
と
言
い
、
祖
父
の
縁
で

奥
道
後
の
石
手
川
上
流
に
あ
る
大
井
野
と

い
う
小
さ
な
集
落
に
再
疎
開
し
ま
し
た
。

「
大
井
野
」
と
い
う
地
名
に
反
し
て
田

畑
の
少
な
い
所
で
、
住
民
で
さ
え
も
米

の
半
強
制
的
な
供
出
の
た
め
に
食
糧
事

情
が
悪
く
、
ま
し
て
や
新
参
の
厄
介
者

の
私
達
祖
父
母
を
含
め
て
７
人
の
食
糧

は
、
芋
・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
で
、
ご

飯
を
食
べ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎

日
空
腹
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

子
供
心
に
も
「
戦
争
は
イ
ヤ
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。（
続
く
）　　
　
　
　
　
　
　

最
近
読
ん
だ
主
な
書
籍
と
句
作
「
戦
後

80
年
を
詠
む
」
か
ら
若
干
を
紹
介
し
て
、

近
況
に
代
え
ま
す
。

　

①
柳
田
國
男
著
『
遠
野
物
語
』

　
　

大
和
書
房
１
９
８
７
年
新
装
版

　
　

巻
頭
46
頁
に
お
よ
ぶ
白
黒
写
真
が

秀
逸

　

②
（
再
読
）
新
井
勝
紘
著
『
五
日
市
憲
法
』

岩
波
新
書
２
０
１
８
年

　

③
一
ノ
瀬
俊
也
著
『
特
攻
隊
員
の
現
実
』

講
談
社
現
代
新
書
２
０
２
０
年

　

④
中
村
稔
著
『
与
謝
蕪
村
考
』

　
　

青
土
社
２
０
２
３
年

　

⑤
白
川
悠
紀
著
『
白
河
大
戦
争
』

　
　

栄
光
出
版
社
２
０
１
７
年

銀
や
ん
ま
つ
い
に
帰
ら
ず
特
攻
機

赤
と
ん
ぼ
故
障
で
離
島
に
不
時
着
機

鬼
や
ん
ま
「
敗
戦
」
後
の
最
後
の
特
攻

呉
　
　
正
男
（
54
年
卒
）

横
浜
市
　

98
歳

神
仏
の
加
護
、
差
配
に
よ
り
夫
婦
仲
良

く
今
年
白
寿
を
迎
え
ま
す
。
有
難
い
こ
と

で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
毎
週
２
日
参
加

し
ま
し
た
。
椅
子
席
体
操
２
回
、
入
浴
、

昼
寝
の
幼
児
生
活
で
す
。
や
は
り
疲
れ
ま

す
が
、
続
け
た
い
で
す
。

台
湾
出
身
で
志
願
入
隊
、
ソ
連
抑
留
は

珍
経
歴
で
す
の
で
、
去
年
は
多
く
取
材
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
80
年
で
し
た
の
で
多
忙

で
し
た
。

歩
行
は
、
介
助
が
必
要
で
す
。

植
木
　
康
元
（
93
年
卒
）

川
崎
市
　

55
歳

１
９
９
３
年
経
済
学
部
卒
。
卒
業
後
は

約
30
年
間
武
田
薬
品
は
じ
め
製
薬
会
社
に

勤
務
し
、
現
在
は
「
や
す
も
と
行
政
書
士

事
務
所
」
を
開
業
し
、
在
留
資
格
、
医
療
、

ペ
ッ
ト
法
務
な
ど
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
11
月
に
は
、
特
定

 
東
京
か
ら

  

神
奈
川
か
ら

７
面
へ
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行
政
書
士
の
資
格
も
取
得
し
、
業
務
の
幅

を
拡
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

事
務
所
の
ロ
ゴ
に
も
な
っ
て
い
る
３
頭

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
が
生
活
の
中
心

で
、
毎
日
賑
や
か
に
過
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋
　
新
一
（
91
年
卒
）

　
　
　
綾
瀬
市
　

58
歳

学
部
長
で
あ
ら
れ
た
絵
所
秀
紀
先
生
の

退
官
後
、
ゼ
ミ
生
のFacebook

で
の
交
流

も
、
本
当
の
顔
見
知
り
で
な
い
と
継
続
が

な
か
な
か
で
き
ず
、
話
題
に
欠
い
て
し
ま

い
ま
す
。

で
も
、
１
９
８
７
年
春
に
大
学
１
年
で

Ｓ
ク
ラ
ス
に
一
緒
に
い
た
柳
井
修
二
君
の

名
前
をFacebook

で
見
つ
け
て
、
最
近
投

稿
を
拝
見
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
事
が
た
っ

た
ひ
と
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
っ
た
数
枚

の
写
真
で
す
が
、
と
て
も
身
近
な
親
し
み

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
彼
と
は

あ
ま
り
ク
ラ
ス
で
の
会
話
が
な
か
っ
た
で

す
が
、
大
分
の
ご
出
身
と
初
め
て
知
っ
た

次
第
で
す
。
温
泉
が
有
名
で
す
ね
。
時
永

淑
先
生
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　

　
　
吉
澤
　
和
世
（
61
年
卒
）

相
模
原
市
　

88
歳

卒
業
以
来
、
半
世
紀
以
上
（
１
９
６
１
・

Ｓ
36
年
卒
）
65
年
の
歳
月
を
重
ね
ま
し
た
。

入
学
当
初
は
、
マ
ル
経
（
マ
ル
ク
ス
経
済
）

の
法
政
と
云
わ
れ
て
、
Ｍ
大
の
政
経
学
部

を
辞
退
し
て
当
校
へ
入
学
。
ま
た
同
級
生

に
は
Ｗ
大
の
政
経
学
部
を
辞
退
し
て
当
校

へ
入
学
し
た
者
も
い
た
く
ら
い
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
多
摩
校
舎
に
移
転
後
は
、
立
地

条
件
的
に
入
学
者
の
利
便
性
に
欠
い
て
い

る
や
に
聞
い
て
い
ま
す
。
以
前
の
よ
う
な

人
気
度
回
復
の
た
め
に
は
市
ケ
谷
に
最
移

転
が
急
務
と
思
い
、
切
に
希
望
し
ま
す
。

「
歳
を
重
ね
る
と
云
う
こ
と
は
新
し
い
出

会
い
よ
り
、
別
れ
が
増
え
る
と
云
う
こ
と

な
り
」
と
云
わ
れ
ま
す
。
小
生
も
親
し
い

友
人
は
４
人
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
最
後
の
神
宮
球
場
で
の
六

大
学
野
球
の
応
援
に
行
く
約
束
を
し
て

い
ま
す
。
母
校
の
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

　
　
古
谷
　
公
利
（
60
年
卒
）

平
塚
市
　

88
歳

『
ド
レ
ミ
の
歌
』
は
『
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
』

な
歌
？

近
所
に
あ
る
大
手
ス
ー
パ
ー
、ハ
ト
マ
ー

ク
の
『
ヨ
ー
ク
マ
ー
ト
』
で
時
折
「
ド
レ

ミ
の
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
店
内
放
送
さ

れ
る
。
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
が
日
本
語
詞
に

し
た
、
１
９
５
９
年
Ｒ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
作

曲
の
歌
で
あ
る
。

ド
は
ド
ー
ナ
ツ
の
ド
、
レ
は
レ
モ
ン
の

レ
、
で
始
ま
り
、
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
・

ド
シ
ラ
ソ
フ
ァ
ミ
レ
ド
と
音
階
が
上
が
っ

て
下
が
る
連
続
符
は
心
が
弾
む
し
、
お
店

の
購
入
意
欲
［
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
］
を
い

や
が
上
に
も
増
進
さ
せ
る
の
で
す
。

か
つ
て
学
ん
だ
「
顧
客
の
創
造
」（
ド
ラ
ッ

カ
ー
）
の
「
言
の
行
」
に
マ
ッ
チ
す
る
思
い

で
す
。
ち
な
み
に
ペ
ギ
ー
さ
ん
は
、「
南
国

土
佐
を
後
に
し
て
」
の
２
０
０
万
枚
レ
コ
ー

ド
販
売
が
縁
で
、
高
知
県
名
誉
県
民
第
２
号

で
す
。（
第
１
号
は
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
）

ご
主
人
の
故
・
根
上
淳
さ
ん
か
ら
「
歌

は
語
れ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
と
い
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ペ
ギ
ー
さ
ん
は
、〝
語

る
〟
よ
う
に
〝
歌
え
る
〟
よ
う
に
な
っ
た

の
は
や
っ
と
こ
こ
２
、３
年
と
話
さ
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。

卯
野
　
修
三
（
81
年
卒
）

能
美
市
　

67
歳

11
年
連
続
出
場
し
て
い
た
母
校
は
、
昨

年
10
月
の
箱
根
駅
伝
予
選
会
で
は
17
秒
差

で
11
位
に
な
り
、
本
大
会
出
場
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
大
学
当
局
は
こ
の
現
実
を
深
刻

に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

東
京
国
際
、
創
価
、
中
央
学
院
な
ど
新
興

勢
力
、
そ
し
て
古
豪
の
日
大
、
立
大
、
農

大
も
必
死
で
す
。

本
校
は
、
昨
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

東
京
六
大
学
野
球
の
お
か
げ
で
全
国
津
々

浦
々
ま
で
「
法
政
」
の
名
が
拡
が
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
! !

大
学
当
局
に
は
、
現
状
に
甘
ん
じ
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
の
戦
略
、
戦
術
を
得

る
意
見
を
聴
き
、
見
直
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
厳
し
い
。

昨
年
10
月
の
能
美
市
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
16
）
で
３
回
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

前
回
、
前
々
回
と
ト
ッ
プ
当
選
で
し
た

が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
２
位
。
但
し
、

11
月
に
は
16
人
中
15
票
を
投
票
い
た
だ
き
、

副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

責
任
の
重
た
さ
を
痛
感
し
、
議
長
を
支

え
、
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
田
　
浩
司
（
01
年
卒
）

岡
山
市
　

50
歳

先
日
、
岡
山
県
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
の
方
が
経
営
さ
れ
て
い
る
お
店

で
会
が
行
わ
れ
、
い
つ
も
以
上
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
ご
縁
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

  

石
川
か
ら

  

岡
山
か
ら
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法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

財
政
部
会
長一

九
六
五
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話

　〇
八
〇（
五
八
七
八
）
七
一
一
一

145-
0065

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小

　倉

　
　
　尚

副
　会
　長

広
報
部
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   

話

　〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

三
和
建
装
株
式
会
社

元   

角   

昌   

三

江
戸
川
区
船
堀
一
｜
一
｜
二
六
　
十
階
（
一
〇
一
八
号
）

電
話
　
〇
九
〇（
九
〇
三
九
）
六
二
六
一

軽
井
沢
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

フ
ォ
ー
ク
レ
ス
法
律
事
務
所

生
前
対
策
専
門
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士

（
１
９
８
８
年
卒
業
・
ツ
ル
ミ
ゼ
ミ
）

金
　

久
　

保
　
　
健

公
認
会
計
士
法
友
会

昭
和
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

太

　田

　荘

　一

〒

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
四
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（正
和
ハ
イ
ツ
）

電

　話

　〇
八
〇（
七
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚
昇

169-
0074

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協
議
会
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
七
・
〇
七
一
六

E-m
ail : kikeno@

jcos.org

150-
0002 理

事
長

池
　
野
　
健
　
一

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

2026 年度もよろしく　お願い申し上げます
会報では広告を募集しています。
あいさつ広告と企業広告がありま
す。お申込みは事務局へ。広告の
掲載料金は同窓会活動に大いに役
立っております。幅広い会員各位
のご協力をお願いいたします。
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昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

株
式
会
社
加
賀
ラ
イ
ズ

　
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
35
年

一
九
六
七
年
卒
（
上
杉

　捨
彦
ゼ
ミ
）

代
表
取
締
役

髙

　根

　典

　文

〒

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
｜
十
五
｜
十
一

日
東
ビ
ル

江
東
法
友
会
名
誉
会
長

101-
0021

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
１
２
０
ア
イ
ラ
ン
ド
・
コ
ア

電   

話
　
〇
四
五
（
八
六
二
）
一
七
〇
〇

株
式
会
社
ア
ウ
ィ
ン
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

田
　
島
　
榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
卒

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

日
高
ゼ
ミ
　
１
９
６
９
年
卒

博
士
（
学
術
）

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

現
代
俳
句
協
会
会
員胡

　
口
　
靖
　
夫

祝
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

創
立
34
周
年

中
野
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会（
77
会
）一
同

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

有
限
会
社
　
エ
ス
ケ
ー（
江
戸
川
南
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
日
本
間
質
性
膀
胱
炎
患
者
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー
理
事
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
卒
（
山
本
ゼ
ミ
）

関

　
　
　善

　明

〒

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西

　
　
　
　六
｜
十
五
｜
十
四
｜
五
〇
一

電

　話

　〇
三
（
五
六
九
六
）
三
五
五
三

134-
0085

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

１
月
10
日（
土
）、
恒
例
の
新
年
七
福
神
巡
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
２
０
２
２
年
以
来

４
年
ぶ
り
に
日
本
橋
の
七
福
神
巡
り
で
す
。
こ
こ

は
七
福
神
が
地
理
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
歩
く
距

離
が
比
較
的
短
く
、
年
配
者
に
も
負
担
が
少
な
い

の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

参
加
者
は
計
16
名
で
、
理
系
同
窓
会
の
村
主
会
長

夫
妻
に
加
え
、
息
子
さ
ん
が
法
政
の
駅
伝
選
手
で
あ

る
こ
と
か
ら
お
近
づ
き
と
な
っ
た
鈴
木
恭
子
さ
ん
も

加
わ
り
、
賑
や
か
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し

た
。
日
中
は
、
風
も
な
く
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
暖

か
い
日
差
し
に
恵
ま
れ
、
宝
田
恵
比
寿
、
椙
森
、
笠

間
稲
荷
東
京
別
社
、
末
広
、
松
島
、
小
網
、
茶
ノ

木
、
水
天
宮
の
順
で
約
２
時
間
を
か
け
て
各
神
社
を

巡
り
ま
し
た
。
締
め
く
く
り
は
水
天
宮
前
の
中
華
料

理
店
で
懇
親
会
を
か
ね
て
の
昼
食
会
。
和
気
あ
い
あ

い
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

暖
か
い
日
差
し
に
恵
ま
れ
た

日
本
橋
の
七
福
神
巡
り

事
務
局
長
　
髙
森
　
正
雄

水天宮にて記念撮影

2026 年度もよろしく　
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【
新
　
入
　
会
　
員
】

　

２
０
２
６
年
１
月
～

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

荒　

木　

佐
江
子
（
学
生
）

　

山　

崎　

晃　

平
（
学
生
）

　

生
田
目　
　
　

陽
（
学
生
）

　

小　

野　

桐　

弥
（
学
生
）

　

石　

岡　

鈴　

菜
（
学
生
）

　

鎌　

倉　

拓　

大
（
学
生
）

　

神　

保　

優　

花
（
学
生
）

　

金　

子　

華　

怜
（
学
生
）

　

三　

須　

健　

児
（
25
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
12
月
～   

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

会　

田　

久
仁
夫　

10
口
（
67
）

　

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

　

花　

澤　

良　

三　

10
口
（
71
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
５
年
12
月
～   

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

松　

本　

寿　

雄　

２
口
（
77
）

　

髙　

森　

正　

雄　

10
口
（
70
）

　

２
０
２
６
年
１
月
～

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝
去
の

ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
発
展
の
た

め
に
、ご
尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

塚
田　

常
雄
（
57
） 

井
上　

義
雄
（
67
）

　

小
林　

義
夫
（
57
） 

浅
葉　

友
明
（
60
）

　

浜
田　

俊
一
（
54
） 

深
井　

信
朗
（
61
）

　

高
橋　

修
平
（
54
） 

町
田　
　

裕
（
52
）

　

坂
本　

保
雄
（
62
） 

花
田　

芳
造
（
58
）

　

前
田　

英
弘
（
61
）

　

川
上　

忠
雄
（
名
誉
教
授
）

事務局からのお知らせ
今年も３月には卒業生が多摩キャンパスから旅立

ち、４月には新入生が入ってきました。４月はキャ
ンパスを訪れる学生が多く、最も活気溢れる時期と
言えます。授業が始まると、リモートでの受講者が
増え、キャンパスの学生は徐々に減っていきます。

話は変わりますが、法政経友会では４月９日（木）
から１泊で、有志を募り小旅行を実施。群馬県前橋
市の赤木南面千本桜や世界遺産の富岡製糸場を訪れ
ました。参加者は、群馬県太田市の会員２名に加
え、理系同窓会から参加のご夫妻を含め計17名。平
均年齢80歳超には思えない元気のよい一行が、周囲
の目を引きました。初日は赤木山麓千本桜の花吹雪
や芝桜を堪能、高崎白衣
大観音ではそのスケール
に圧倒されました。２日
目は富岡製糸場を見学、
明治に始まる日本の本格
的製糸業の歴史に想いを
馳せ、その後は少林山達
磨寺などを巡りました。

・1月10日（土）新年日本橋七福神巡り
・1月28日（水）教授会執行部との懇談会
・1月31日（土）第４回代表・常任合同幹事会
・3月21日（土）第５回代表・常任合同幹事会
・3月24日（火）卒業祝賀会
・4月  9日（木）～ 10日（金）法政経友会有志に
　　　　　　　　　　　　　  よる群馬旅行
・4月24日（金）会報発送作業

・5月16日（土）第６回代表・常任合同幹事会
・5月20日（水）教授会執行部との懇談会
・6月  6日（土) 定期幹事総会・経済学部オレンジ
　　　　　　　 の集い

（事務局長 髙森　正雄、77年卒 吉川　慎一）

最近の活動

今後の予定

【訂正】
96号６ページの竹内寶昭様のお名前は、正しく

は竹内實昭様でした。お詫びして訂正します。

「
カ
リ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
末

席
を
汚
し
て
四
半
世
紀
余

り
。
こ
こ
十
数
年
は
年
に

１
書
体
ず
つ
写
本
を
分
析

し
て
、
自
分
な
り
の
文
字

で
作
品
を
制
作
す
る
と
い

う
形
式
で
勉
強
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
、ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
体
を
学
び
ま
し

た
。
作
品
の
題
材
探
し
を
始

め
た
頃
、
目
に
止
ま
っ
た
の

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
。
ふ

と
平
和
祈
念
碑
に
英
訳
分
が

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

扱
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

苦
心
し
た
の
が
、

装
飾
文
字
の
創
作
で

す
。
当
初
考
え
た
武

器
と
工
具
の
組
み
合

わ
せ
は
、
縮
尺
の
矛

盾
で
断
念
。
そ
の

後
、
弾
薬
帯
を
装
着

し
た
兵
士
の
写
真
を

見
つ
け
、
形
が
閃
き

ま
し
た
。
一
方
で
、

折
り
鶴
の
切
り
絵
を

マ
ッ
ト
に
載
せ
て
平

和
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

な
お
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
英

訳
は
、
英
語
が
堪
能
な
先
生

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
名

称
の
英
訳
に
あ
る
Ｈ
を
オ
レ

ン
ジ
に
し
て
、
校
名
を
暗
示

し
ま
し
た
。

戦
争
と
平
和
を
融
合
さ
せ

る
の
は
、
本
当
に
難
し
か
っ

た
で
す
。
完
成
ま
で
数
年
の

時
を
要
し
ま
し
た
が
、
戦
後

80
年
の
節
目
に
間
に
合
っ
た

の
は
、
天
の
配
剤
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」

是
永
　
由
香
子
　

事務局
ＣＯＬＵМＮ

是
永
由
香
子
さ
ん
が
、
経
済
学
部
同
窓
会
が
建
立

し
た
平
和
祈
念
碑
の
文
面
を
、
素
敵
な
カ
リ
グ
ラ

フ
ィ
ー（
西
洋
な
ど
に
お
け
る
、
文
字
を
美
し
く

見
せ
る
手
法
）作
品
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】


